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対処見える化

分析

価値を創造
実世界

サイバー空間

ヒト・モノ・コトに
新たな意味性を付加

Digital Inclusionを見据えた価値創造
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対処分析見える化

実世界 社会価値

Computing

Networking

Security

サイバー世界

① 価値を生み出す
ＡＩ技術

② 価値創造の基盤となる
ＩＣＴプラットフォーム技術

① 価値を生み出す
ＡＩ技術
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AIは真の実用化へ

アルゴリズム競争
導入容易性
社会受容性

かつては いまは

かつてのアルゴリズム競争は、実世界への適用に向けた競争にシフト

ハイプサイクルの「ピーク」を超え、普及に向けた準備段階へ
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三井住友銀行様との共創事例

 AIの社会実装を圧倒的に迅速化
 環境変化にも容易に対応可能

2～3ヶ月かかる分析を
1日に短縮

課題
ヒアリング データ

整理
特徴量抽出 モデル生成・分析

Y=a1x1+…+knx3

Y=b1x2+…+hnxn

Y=c1x4+…+fnxn

分析プロセス

データ整理
① ②

専門家非専門家

業務活用

専門家

業務活用

非専門家

AIの社会実装を迅速化する予測分析自動化技術
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論理とデータの融合によりAIの学習を大幅短縮

プラント
シミュレータ

論
理
ア
プ
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ー
チ

デ
ー
タ
ア
プ
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ー
チ

手順学習AI
(強化学習)

バルブA: 80%に開放
バルブB: 10%に閉塞
バルブC … 

最適手順

バルブA: 開放
バルブB: 閉塞
バルブC … 

概要手順

論理思考AI
(論理推論)

見当を付ける

詳細に探索する

論理推論による、

マニュアルや設計等の知識を活用した

運用手順候補の絞込み

知識と詳細手順の紐づけ
を保持しながら学習

わずかな
試行錯誤

プロセス
効率化

納得感
向上

手順学習AI
(強化学習)

年単位の学習を数日に短縮

プラント運転支援ソリューション
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対処分析見える化

実世界 社会価値

Computing

Networking

Security

サイバー世界

① 価値を生み出す
ＡＩ技術

② 価値創造の基盤となる
ＩＣＴプラットフォーム技術
② 価値創造の基盤となる

ＩＣＴプラットフォーム技術
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ＩＣＴプラットフォームで考えるべきこと

 技術の進展を正しく理解する

 全体システムをデザインする

 セキュリティ・トラストを担保する
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コンピューティングの新たな展開

1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

CPU

メニコア/GPGPU

1000

100万

10億

1

プロセッシング能力
（MIPS per $1000）

ベクトル

非ノイマン型

ムーアの法則の限界

消費電力の限界
FPGA

新たなパラダイム

出典：NEC

量子コンピューティング

脳型コンピューティング

11
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1990 2000 2010 2020 2030

Real World

Cyber World 

Digital Twin

Real World

Cyber World 

Mixed Reality

B5G

5GからBeyond 5Gへ

1G
2G

3G
4G

5G

100kbps
1Mbps

1Gbps

10Gbps, 1ms, 
100万台/km2

???

プレイヤーのダイバーシティ

通信キャリアと
契約者

社会全体

インダストリ
全体
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サービス要件を満たすICTプラットフォーム制御

Real time Dynamic Remote Secure

医療 金融 教育

クラウド

エッジ

デバイス

交通 社会インフラ 公共安全

ICTプラットフォーム

エッジ
折り返し

AI

大容量
セキュア

AI

情報隔離

AI

フレキシブル
＆セキュア

AI

インタ
ラクティブ

AI

広域
セキュア

AI

サービスプラットフォーム
瞬時応答高信頼 使い勝手低遅延 高信頼 機微 大容量 プライバシー可用性 取引増
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先端セキュリティ技術とそのデザイン

端末認証

秘匿計算

行動解析人物認証

認証暗号

IoT
システム

OT
システム

IT
システム

不正端末

侵入者・内部犯

サイバー攻撃

OT=Operational Technology

成りすまし端末の監視

通信保護

情報漏えい防止

サイバー攻撃の検知と対応

侵入者・内部犯行防止

機器故障の検知と対応

自己学習型システム異常検知

未知の攻撃、故障も検知

Security By Design

企画
要件定義

設計 実装
検証
評価

運用
保守

情報セキュリティを企画・設計段階から確保

デザイン

技術
開発
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イノベーション創出のパラダイムシフト

解くべき課題の特徴 対 策

●オープンイノベーションの進化

- エコシステムの構築

- ユーザー・市民の参画

●社会実装の加速

●研究開発マネジメントの革新

●問題の複雑化

- 社会課題への挑戦

- 多種多様なトレードオフ

●早まる変化のスピード

● POCと社会実装のギャップ

技術
開発

製品
開発

ICT
技術

ICT
製品

従来の研究開発プロセス あるべき研究開発プロセス

Quadruple Helix Model (後述)Linear Model
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カスタマー

Open EcosystemOpen Co-CreationClosed

従前型
製品・サービスの提供

NEC カスタマー

共創型
価値の提供

パートナー

NEC

パートナー

共創

エコシステム型
場の提供/ルール整備

パートナー
かつ
カスタマー

価値

製品
サービス

NEC
価値

価値

価値
価値

価値

オープンイノベーションの進化

社会課題解決では、顧客を含む多様なプレイヤ（産官学民）が
開発段階から加わり、アジャイルにイノベーションを創出

オープンイノベーション1.0 オープンイノベーション2.0
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オープンイノベーション2.0の考え方
「Quadruple Helix Model」

オープンイノベーションの観点でPJを評価
- Quadruple Helix Modelの実践
- プラットフォームの構築
- 中小企業・スタートアップへの直接的貢献

オープンイノベーション2.0

 2013年に欧州委員会が宣言した新たなオープンイノベーションのパラダイム

 “ユーザー” が主要なプレイヤとなる（Quadruple Helix Model：産官学民）

 Horizon2020では、社会へのインパクト創出を目的としてオープンイノベー
ション2.0を実践（評価基準を定義）
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大型産学連携

基礎研究から社会実装までのビジョンや課題を共有

NEC・東京大学フューチャーAI研究・教育戦略パートナーシップ協定

倫理・法制度 社会需要共同研究開発

ビジョンの共有
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次世代AIでの大型産学連携

連携研究への投資を
3倍に拡大し、

大型化

NEC・東京大学フューチャーAI研究・
教育戦略パートナーシップ協定
• 脳・神経系を模倣した超低消費電力AI処理PFの研究
• 社会実装のための倫理・法制度、人材育成

NEC-産総研人工知能連携研究室
• データ蓄積が少ない場合でもシミュレーションとAIを
融合して、人の意思決定を支援（応用研究）

産業技術総合研究所

NEC ブレインインスパイヤード
コンピューティング 協働研究所
• ポストディープラーニングを実現する脳型情報処理
アーキテクチャの確立

理研AIP-NEC連携センター
• データ蓄積が少ない場合でもシミュレーションとAIを
融合して、人の意思決定を支援（基礎研究）

Before Now

3倍増
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オープンイノベーション2.0を意識した更なる変革

倫理・法制度 社会需要共同研究開発

ビジョンの共有

基礎研究から社会実装までのビジョンや課題を共有

官公庁

事業会社

パートナー企業

大学市民

研究機関
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社会実装の加速

2018年6月20日発表

 インキュベーションに特化
した会社を設立

 世界で戦える最先端の研究
所技術と人材を送り込み逸
早い事業開発を実現

2018年4月26日発表

 最先端ＡＩ研究成果をスピ
ンアウトし早期事業化
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アウトカム指向の研究開発へ

研究
アウト
プット

実用化

広く展開
(アウトカム)

中間
目標

中間
目標

当初
目標

当初
目標

当初
目標

これまで

アウトプット型の研究開発
これから

アウトカム型の研究開発

最初に決めた目標設定
（研究のゴールまで）

研究目標は達成されても実用化されない

今やイノベーションへの最重要要素は「スピード」。早期に現場実装し、

フィードバックを得ながら適宜ピボットする研究開発スタイルの確立が必要

環境の
変化 世の中の

最先端 更新
目標

更新
目標

更新
目標 ユーザー

フィードバック

対応
取り込み

ユーザー
フィードバック

環境の
変化

世の中の
最先端
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研究開発課題の類型

 SIP
 PRISM
 社会実装型研究開発

 ImPACT
 ムーンショット型研究開発

 総務省光NW系NP
 NEDO省エネルギー技術
革新プログラム

社
会
受
容
性
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技術実現性
Technical Challenges

困難

容易

困難（尖った技術）比較的容易（応用技術）
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研究開発マネジメントの変革

 SIP
 PRISM
 社会実装型研究開発

 ImPACT
 ムーンショット型研究開発

 総務省光NW系NP
 NEDO省エネルギー技術
革新プログラム

社
会
受
容
性

S
o
c
ia
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h
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g
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s

技術実現性
Technical Challenges

困難

容易

困難（尖った技術）比較的容易（応用技術）

困難
新たな
チャレンジ

 社会実装の場づくり

 アウトカム指向

 尖った人材の育成

 エコシステム（市民参画・ダイナミックなチーム編成）

 制度づくり
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研究開発成果の社会実装促進に向けた提言

 体制：的確なエコシステムの構築

 キープレイヤが参加しているか（市民／ユーザーを含む）

 ダイナミックなチーム編成を可能に

 評価：アウトカムによる評価

 環境・制度：

 社会導入の加速・障壁の低減  規制緩和

 サンドボックス、テストベットの整備  特区

 アウトリーチ活動、ガイドライン  社会受容性を高める




